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フォトグラフIN城まつり

　

恒
例
の
城
ま
つ
り
が
、
今
年
も
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
八
月
八
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
悪
天
候
で
庄
止
に
な

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
順
調
に
開
催
。
メ
イ
ン
の
十

五
、
十
六
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
「
越
前
お
お
の
お
ど
り
」

は
最
高
潮
に
。
そ
ろ
い
の
浴
衣
で
踊
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

越前
おおのおどり

城まつり実行委員会
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手づくり

みこしコンテスト

大野青年会議所

　

城
ま
つ
り
こ
十
五
周
年

記
念
「
手
づ
く
り
み
こ
し

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、
八

チ
ー
ム
が
参
加
。
み
こ
し

は
祭
り
の
花
形
と
あ
っ
て

会
場
は
大
勢
の
見
物
客
。

み
こ
し
合
戦
や
お
も
し
ろ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ヤング

フェスティバル

大野青年連絡会

　

白
布
を
使
っ
た
ス
ー
パ

ー
バ
ト
ル
メ
イ
ズ
は
子
ど

も
た
ち
に
、
凝
っ
た
舞
台

装
置
の
ダ
ン
ス
大
会
は
若

者
に
。
今
年
の
ヤ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
大
盛
況
。

若
者
の
ア
イ
デ
ア
と
手
づ

く
り
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

来
年
も
楽
し
み
で
す
。



参議院議員

通常選挙

山
崎
正
召
氏
戸
初
当
選

市
政
施
行
後
ｓ
ハ
原
2
犬
目
の
国
会
議
員
誕
生

写真提供福井新聞社

　

七
月
八
日
に
公
示
さ
れ
た
第
十

六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、

七
月
二
十
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ

即
日
開
票
の
結
果
、
山
崎
正
昭
氏

が
見
事
に
当
選
し
ま
し
た
。

投
票
率
七
市
で
は
大
野
だ
け

前
回
を
上
回
る

　

福
井
選
挙
区
の
投
票
率
は
六
2
・

九
五
％
で
、
前
回
を
コ
ニ
・
九
四

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
過
去
最
低
の
投

票
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
回
の
消
費
税
ほ
ど
の
身
近
な
争

点
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
夏

休
み
に
入
っ
て
最
初
の
日
曜
日
だ

つ
た
こ
と
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

幕
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し

た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
下
七
市
で
は
、
地
元
の
大
野

市
だ
け
が
七
七
・
六
九
％
と
前
回

を
二
・
五
九
ポ
イ
ン
ト
土
回
り
ま

し
た
。

　

市
政
施
行
後
2
人
目
の
国
会
議

員
誕
生
は
、
当
市
が
抱
え
る
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
う
え

で
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
市
民

の
期
待
も
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

投票率と得票数

投票率

（）は前回

県 大野市

（昌燧 （こい

得

票

数

たった清成 129，146票 3，092票

山崎正昭 216，105票 20，431票

宇野邦弘 18，128票 484票

幽
囮
寵
一
囮
語
句
回
目

　

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
四
日

に
中
島
（
旧
西
谷
村
）
で
生
ま

れ
、
中
島
小
・
中
学
、
大
野
高

校
、
日
本
大
学
法
学
部
を
卒
業
。

　

昭
和
五
十
年
こ
月
、
大
野
市

議
に
初
当
選
し
、
三
十
二
歳
の

若
さ
で
政
治
家
の
道
へ
。
一
期

務
め
た
後
、
昭
和
五
十
四
年
四

月
に
念
願
の
県
会
議
員
に
初
当

選
。
厚
生
、
警
察
、
土
木
常
任
委

員
長
、
県
監
査
委
員
な
ど
を
歴

任
し
た
後
、
昭
和
六
十
年
六
月

副
議
長
就
任
。
平
成
三
年
四
月

県
会
議
員
連
続
四
選
を
果
た

し
、
五
月
に
は
第
七
十
三
代
県

会
議
長
に
就
任
。
父
の
正
一
氏

に
続
く
初
の
親
子
議
長
が
誕
生
。

　

平
成
三
年
十
一
月
故
熊
谷
氏

か
ら
後
継
指
名
を
受
け
、
参
議

院
出
馬
を
決
意
。
自
民
党
公
認

を
得
て
平
成
四
年
一
月
に
自
民

党
三
塚
派
へ
加
入
。
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に
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新参議院議員山崎正昭さん

市連合婦人会長阿部保子さん

福
井
の
に
お
い
％
i
1
r
る
議
員
に

阿
部
ご
当
選
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
が

決
ま
っ
た
と
き
は
ど
ん
な

感
じ
で
し
た
か
。

山
崎
準
備
期
間
が
短
か
い
な
か

で
、
精
い
っ
ぱ
い
対
話
に
努
め
ま

し
た
が
、
青
年
、
婦
人
の
方
か
ら

政
治
浄
化
の
声
を
多
く
聞
き
ま
し

た
。
当
選
が
決
ま
っ
て
、
も
ち
ろ

ん
大
変
な
感
激
で
し
た
が
、
同
時

に
責
任
の
重
さ
も
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
し
た
。
新
た
な
気
持
ち
を
も

っ
て
命
が
け
で
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

阿
部
長
年
、
県
会
議
員
を
経
験

さ
れ
て
地
方
の
こ
と
は
よ
く
ご
存

じ
で
し
ょ
う
が
、
国
政
の
場
に
立

っ
た
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

山
崎
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
国
政
の
場

に
出
て
い
る
実
感
は
湧
い
て
き
ま

せ
ん
。
政
治
の
経
験
は
あ
り
ま
す

が
、
国
政
と
な
る
と
広
範
囲
に
わ

た
り
ま
す
の
で
、
次
第
に
そ
の
実

感
も
湧
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

阿
部
公
約
の
中
で
、
地
方
の
活

性
化
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

県
内
で
も
遅
れ
て
い
る
奥
越
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
お
考

え
で
す
か
。

山
崎
奥
越
は
、
地
形
的
に
も
気

候
的
に
も
六
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
て

い
ま
す
。
最
優
先
は
、
交
通
網
の

整
備
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地

場
産
業
の
育
成
と
と
も
に
新
し
い

産
業
の
掘
り
お
こ
し
も
大
切
で
す
。

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い

で
す
が
、
奥
越
は
、
他
に
比
べ
引

っ
込
み
思
案
だ
と
思
い
ま
す
。
も

つ
と
積
極
的
な
気
持
ち
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
日
本
海
側
と
い
う
地
域
性

か
ら
、
若
者
が
定
着
し
な
い
よ
う

に
思
う
の
で
す
が
。

山
崎
や
は
り
、
就
職
す
る
た
め

の
受
け
皿
を
多
く
し
な
い
と
解
決

で
き
ま
せ
ん
。
工
業
団
地
や
企
業

誘
致
を
、
二
市
一
村
は
一
体
と
な

つ
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

阿
部
高
齢
化
社
会
の
今
。

こ
れ
か
ら
何
に
重
点
を
置

か
れ
ま
す
か
。

山
崎
福
祉
八
法
が
改
正

さ
れ
、
市
町
村
が
中
心
と

な
る
福
祉
政
策
が
打
ち
だ

さ
れ
ま
し
た
。
幾
分
か
は

き
め
細
か
い
福
祉
の
実
現

に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

今
後
は
、
一
部
の
人
だ
け

が
福
祉
を
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
で
考
え

る
福
祉
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

阿
部
今
、
青
少
年
と
婦

人
問
題
は
、
難
し
い
状
況

に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
。

山
崎
こ
れ
は
、
た
い
へ

ん
大
事
な
問
題
で
す
。
青

少
年
は
次
の
時
代
の
担
い

手
で
す
か
ら
、
国
家
的
な
課
題
と

い
え
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
対
策
が
必
要
で
す
。
婦
人
対
策

も
同
様
で
す
。
大
野
地
区
の
婦
人

会
活
動
が
休
止
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
に
お

け
る
婦
人
の
役
割
は
、
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
婦
人
会
長
さ
ん
を
中
心
に

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

阿
部
以
後
に
な
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
政
治
家
を
目
指
さ
れ
ま
す
か
。

山
崎
私
は
福
井
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
間
で
す
。
福
井
の
に
お
い
が

す
る
議
貝
を
目
指
し
た
い
で
す
上
り

今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
政
治
家

が
い
て
も
い
い
と
い
う
気
持
ち
で

夢
と
希
望
と
信
念
を
も
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
福
井
を
愛
す
る
政
治
家
と

し
て
、
今
後
の
ご
奮
闘
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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生まれ変わります

カラー舗装
ヶヤキ植樹

駐車場整備

　

大
野
市
の
表
玄
関
、
J
R
越
前

大
野
の
駅
前
広
場
が
お
色
直
し
さ

れ
ま
す
。

　

駅
前
広
場
一
帯
は
、
平
成
元
年

に
策
定
さ
れ
た
市
街
地
整
備
基
本

計
画
の
中
で
、
ま
ち
な
か
観
光
の

重
点
整
備
地
区
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
大
野
市
の
「
顔
」
で
も

あ
る
駅
前
広
場
の
歩
道
約
五
百
六

十
平
方
m
を
カ
ラ
ー
舗
装
し
、
六

ヵ
所
に
ケ
ヤ
キ
を
植
樹
し
ま
す
。

駅
舎
北
側
一
帯
約
二
千
百
平
方
m

は
、
観
光
客
や
通
勤
者
用
の
無
料

駐
車
場
と
し
て
舗
装
さ
れ
、
普
通

車
八
十
二
台
、
大
型
バ
ス
三
台
が

駐
車
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
入
口
は
二
ヵ
所
で
、
照
明
灯
も

六
基
設
置
さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費

は
三
千
七
百
万
円
、
完
成
は
十
月

の
予
定
で
す
。

御清水の北側に

茶室付き休憩施設

　

泉
町
に
あ
る
御
清
水
に
、
茶
室

の
あ
る
休
憩
室
が
で
き
ま
す
。
朝

市
や
寺
町
と
な
ら
ぶ
市
の
観
光
名

所
で
す
が
、
周
囲
に
は
憩
い
の
場

が
な
く
、
観
光
客
も
通
り
過
ぎ
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
木
造
平
屋
建
て
約
百

平
方
m
で
、
休
憩
室
（
三
十
一
・

八
平
方
m
）
、
茶
室
（
八
畳
と
六

畳
）
、
庭
園
、
ト
イ
レ
が
設
け
ら

れ
る
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
手
押
し

ポ
ン
プ
も
据
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
費
は
約
三
千
二
百
万
円
で

完
成
は
来
年
三
月
の
予
定
で
す
。



お
座
敷
列
車
「
大
野
市
民
号
」

9
月
2
1
日
か
ら
募
集
開
始

　

市
は
J
R
越
前
大
野
鉄
道
部
と

共
催
で
。
お
座
敷
列
車
「
大
野
市

民
号
」
を
運
行
し
ま
す
。

　

同
列
車
は
、
越
美
北
線
利
用
促

進
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
経
費
費
用
の
一
部
を

市
が
助
成
し
ま
す
。
参
加
受
付
は

九
月
こ
十
一
日
か
ら
で
す
。
先
着

順
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
催
日
H
月
2
5
日
④
か
ら
2
6
日

　

④
（
一
泊
二
日
）

集
合
午
前
8
時
2
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅
前
へ

行
き
先
城
崎
温
泉
、
天
橋
立

宿
泊
先
ホ
テ
ル
「
ブ
ル
ー
き
の

　

さ
き
」
（
豊
0
7
9
6
・
3
2
・

　

3
1
3
1
）

対
象
1
8
歳
以
上
の
大
野
市
民

　
　

（
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

　

さ
い
）

募
集
人
員
先
着
ｗ
一
人

参
加
費
用
一
人
3
7
0
0
0
円

助
成
金
一
人
7
0
0
0
円

申
込
方
法
市
生
活
環
境
課
ま
た

　

は
J
R
越
前
大
野
駅
に
あ
る
所

　

定
の
申
込
用
紙
と
助
成
金
交
付

　

申
請
書
兼
請
求
書
に
参
加
費
を

　

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

団
体
の
場
合
は
、
参
加
者
名
簿

　

も
添
え
て
く
だ
さ
い
。
助
成
金

　

は
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
口
座
振

　

込
と
な
り
ま
す
。
参
加
費
は
全

　

額
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
役
所
生
活
環
境
課

＊
当
日
は
、
健
康
保
険
証
を
忘
れ

　

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

旅程表

11月25日（水）

　

8：50越前大野駅発

　

13：50小浜駅

　

14：47東舞鶴駅着（バスに乗換）

　

17：30城崎温泉着

11月26日（木）

　

8：30宿舎発

　

8：45日和山公園

　

12：00天橋立着

　

14：20天橋立発

　

15：00西舞鶴駅着（JRに乗換）

　

15：22西舞鶴発

　

21：34越前大野駅着

エキサイティング

スポーツ

情報

第44回県民体育大会夏季大会

団体4種目で優勝

総合では7位にとどまる

　

第
四
十
四
回
県
民
体
育
大
会
は

八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日

間
、
県
内
の
四
十
八
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
野
市
は
、
団
体
四
種
目
で
優

勝
を
果
た
す
な
ど
健
闘
し
ま
し
た

が
、
総
合
で
は
昨
年
に
続
い
て
七

位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
種
目

★
相
撲
優
勝

★
サ
ッ
カ
ー
優
勝

★
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
女
子
）
優
勝

★
弓
道
遠
的
（
女
子
）
優
勝

★
ラ
イ
フ
ル
射
撃
2
位

★
自
転
車
3
位

★
卓
球
（
男
子
）
3
位

★
山
岳
（
女
子
）
3
位

★
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
女
子
）
3
位

★
綱
引
き
（
男
子
）
3
位

★
綱
引
き
（
女
子
）
3
位

★
ク
レ
ー
射
撃
3
位

個
人
種
目

★
ラ
イ
フ
ル
A
R
T
6
0
優
勝

　

玉
木
政
博
（
阿
難
祖
地
頭
方
）

★
円
盤
投
げ
2
位

　
　

竹
原
真
規
子
（
陽
明
町
2
）

★
相
撲
2
位

　
　

乾
将
勝
（
水
落
町
）

★
ボ
ウ
リ
ン
グ
2
位

　
　

河
合
清
子
（
泉
町
）

★
ラ
イ
フ
ル
A
R
T
2
0
2
位

　
　

坂
下
佳
実
（
菖
蒲
池
）

★
ク
レ
ー
（
ト
ラ
ッ
プ
）
2
位

　
　

山
田
久
幸
（
桜
塚
町
）

★
水
泳
5
0
封
自
由
形
3
位

　
　

西
沢
範
子
（
明
倫
町
）

★
走
り
高
跳
び
3
位

　
　

林
知
幸
（
不
動
堂
）

★
砲
丸
投
げ
3
位

　
　

竹
原
真
規
子
（
陽
明
町
2
）

★
ラ
イ
フ
ル
A
R
T
2
0
3
位

　
　

深
田
稔
（
吉
）

★
ク
レ
ー
（
ト
ラ
ッ
プ
）
3
位

　
　

山
田
吉
栄
（
猪
島
）

★
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
3
位

　
　

川
端
由
紀
子
（
高
砂
町
）

大
野
名
水
カ
ッ
プ

ま
ほ
ろ
ぱ
（
丸
岡
）
が
優
勝

　
　

F
C
お
お
の
が
3
位
に

　

県
内
外
十
六
チ
ー
ム
の
参
加
で

開
か
れ
た
第
十
一
回
大
野
名
水
カ
ッ

プ
は
、
ま
ほ
ろ
ば
が
優
勝
、
F
C

お
お
の
が
三
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
初
日
は
風
、
こ

日
目
は
雨
の
中
で
の
ゲ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
が
、
随
所
で
フ
ァ
イ
ト

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
ま
ほ
ろ
ば
（
丸
岡
町
）

2
位
山
室
（
富
山
市
）

3
位
F
C
お
お
の

3
位
リ
ー
グ
優
勝
下
庄

4
位
リ
ー
グ
優
勝
富
士
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
愛
知
）

敢
闘
賞
唐
崎
（
滋
賀
）

努
力
賞
菊
川
（
石
川
）
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与むぢ

脳を考える
あ
な
た
は
右
脳
派
？
そ
れ
と
も
左
脳
派
？

も
っ
と
右
脳
を
使
っ
て
表
現
力
を
豊
か
に

　

脳
は
、
体
の
働
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
右

側
と
左
側
で
は
役
割
が
分
化
し
て
い
ま
す
。
左
脳
は
言
語

脳
と
い
わ
れ
、
計
算
や
分
析
な
ど
を
担
当
。
右
脳
は
イ
メ
ー

ジ
脳
と
い
わ
れ
、
芸
術
や
創
造
な
ど
を
受
け
持
ち
ま
す
。

私
た
ち
の
大
半
は
、
左
脳
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、
右

脳
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
か
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
現
代
人
の
脳
に
は
偏
り
が
生

じ
て
い
る
」
と
警
告
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
左
脳
を
酷
使

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
言

語
や
計
算
、
分
析
、
論
理
性
な
ど

が
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

反
対
に
、
自
山
な
空
想
力
や
創

造
力
、
直
感
な
ど
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
能
力
は
、
次
第
に
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
衰
え
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
ボ
ケ
て
く
る
あ
る

い
は
芸
術
家
に
ボ
ケ
が
少
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
の
も
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
脳
の
使
い
方
が
必
要
な
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

右
脳
の
活
性
化
は

　

左
脳
優
先
の
現
代
人
は
、
心
身

両
面
か
ら
み
て
も
、
右
脳
を
左
脳

と
同
等
に
働
か
せ
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
次
の
こ

と
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

①
手
の
運
動
を
趣
味
と
し
て
の

囲
碁
、
将
棋
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
園

芸
、
盆
栽
な
ど
は
、
手
先
を
よ
く

動
か
し
ま
す
の
で
効
果
的
で
す
。

①
音
楽
を
聞
く
歌
詞
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
好
き
な
音
楽
を
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

①
心
に
感
動
す
る
も
の
を
お
花

や
お
茶
、
書
道
な
ど
に
親
し
み
、

「
き
れ
い
だ
」
と
か
「
す
ば
ら
し

い
」
と
か
心
に
感
動
を
呼
ぶ
も
の

に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

④
全
身
の
運
動
を
テ
ニ
ス
、
水

泳
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動
は

血
液
の
循
環
を
よ
く
し
ま
す
。
運

動
中
は
何
も
考
え
な
い
よ
う
熱
中

し
て
く
だ
さ
い
。

④
左
脳
を
休
め
る
一
日
に
十
分

か
十
五
分
、
何
も
考
え
な
い
で
な

る
べ
く
楽
な
姿
勢
を
と
り
、
目
を

つ
む
り
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
て
く

だ
さ
い
。

左右両半球の役割分担

皆さんの■康づくりを後押しします・保健センター（酋65－7333）



暮
ら
し
の
き
⊃

　
　
　
「
ア
吟
流
々
ス

注文しない商品が送られてきた

保管期間が過ぎるまで

手をつけない

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
が
、
一
方
的
に
送
ら
れ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
、
対
処
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
。

こ
れ
は
押
し
付
け
商
法
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
う
っ
か

り
手
を
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
法
律
に
従
っ
て
適
切
に

処
置
す
れ
ば
、
代
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
処
の
仕
方
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
消
賀
者
は
、
店
に
出
向

い
た
り
、
カ
タ
ロ
グ
や
広
告
な
ど

で
欲
し
い
も
の
を
注
文
し
て
購
入

し
ま
す
。
値
段
や
必
要
性
を
考
え

て
、
自
分
で
好
き
な
商
品
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

押
し
付
け
商
法
は
、
こ
う
し
た

選
択
の
自
由
を
い
っ
さ
い
無
視
し

て
、
一
方
的
に
商
品
と
送
り
状
を

送
っ
て
き
ま
す
。
送
ら
れ
た
消
費

者
は
、
ど
う
対
処
し
て
よ
い
の
か

困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
商
品
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
置
け
ば
、
購
入
の

意
志
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
代
金

を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
心
配
も
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た

な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

代
金
の
支
払
い
、
商
品
の

返
送
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
送
ら

れ
て
き
た
場
合
は
、
代
金
を
支
払

う
必
要
は
な
く
、
商
品
を
返
送
す

る
こ
と
も
い
っ
さ
い
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
商
品
が
送
ら
れ
て
き
て
か

ら
保
竹
期
間
と
な
る
十
四
日
間
が

経
過
す
れ
ば
、
そ
の
商
品
は
自
由

に
処
分
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
商
品
の
引
き
取

り
を
販
売
業
者
に
請
求
し
た
と
き

は
、
保
管
期
間
が
七
日
間
に
短
縮

さ
れ
ま
す
（
訪
問
販
売
等
に
関
す

る
法
律
十
八
条
）
。

　

た
だ
し
、
保
管
期
間
中
に
商
品

を
使
っ
た
り
す
る
と
購
入
の
意
志

が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
代
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
装

う
手
□
で

　

押
し
付
け
商
法
は
、
販
売
業
者

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
商
品
の
保
管

期
間
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

そ
れ
自
体
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
装
っ
て
商
品
を
買
わ
せ
る
悪

質
な
ヶ
－
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
協

力
す
る
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
そ
の

団
体
が
信
用
で
き
る
も
の
で
あ
る

か
を
確
か
め
て
か
ら
購
入
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
の
事
例
で
は
、
「
盲
導
犬
用

の
ハ
ン
ド
グ
リ
ッ
プ
」
や
「
ア
イ

マ
ス
ク
」
「
教
材
」
な
ど
が
送
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

消則E活に関するご相談は消参考相肺センターへ・豊6ドT部糾馴詔款勺
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一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ｜

山内城主が朝市許可証を交付

ぐるーぷ登場 大野社交ダンスクラブ

か
ろ
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
や
タ
ー
ン
を

　

毎
週
日
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

十
時
ま
で
、
県
立
青
年
の
家
で
社

交
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が

大
野
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
で
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
大
野
に
も
社
交
ダ
ン
ス

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は

ま
だ
封
建
社
会
の
殼
も
抜
け
き
ら

ず
国
際
感
覚
も
乏
し
い
と
き
で
、

社
交
ダ
ン
ス
は
ふ
し
だ
ら
な
遊
び

ぐ
ら
い
に
し
か
受
け
と
め
ら
れ
な

か
っ
た
時
代
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

社
交
ダ
ン
ス
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
前
川
徳
雄
さ
ん
（
6
1
歳
・

春
日
I
）
は
、
そ
の
頃
か
ら
ダ
ン

ス
を
習
い
始
め
、
昭
和
四
十
四
年

に
ゴ
ー
ル
ド
一
級
を
取
得
。
昭
和

六
十
年
に
は
全
日
本
公
認
教
師
の

資
格
を
取
得
さ
れ
現
在
、
県
ア
マ

チ
ュ
ア
メ
ダ
ル
テ
ス
ト
の
審
査
員

や
協
会
の
監
事
な
ど
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。
昨
年
十
月
、
両
陛
下

を
お
迎
え
し
て
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
県
の
長
寿

祭
の
席
土
で
は
、
高
齢
者
に
社
交

ダ
ン
ス
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
四
年
前
に
結
成

さ
れ
、
現
在
十
人
の
会
貝

が
い
ま
す
。
以
前
に
前
川

さ
ん
か
ら
ダ
ン
ス
の
手
ほ

ど
き
を
し
て
も
ら
っ
た
人

た
ち
の
熱
意
で
作
ら
れ
た

ク
ラ
ブ
だ
そ
う
で
す
。
前

川
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
ブ

ル
ー
ス
や
ジ
ル
バ
、
タ
ン

ゴ
、
ワ
ル
ツ
が
中
心
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
最
近
は
ラ

テ
ン
系
の
ル
ン
バ
や
チ
ャ

チ
ャ
に
人
気
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
私
の
指
導
し
た
人

が
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
と

き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

社
交
ダ
ン
ス
を
覚
え
た

い
人
は
ぜ
ひ
一
度
、
練
習
会
場
へ

出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
初
心

者
も
大
歓
迎
だ
そ
う
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
前
川
徳
雄

　
　

（
春
日
I
－
1
2
1
2
4
豊
6
5
・

　

5
3
6
2
）
ま
で

乙：！：i：i：ii
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忙
し
い
毎
日

　

で
も
充
実
し
て
い
ま
す

　

今
年
の
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
、
な
ん
と
か
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四

年
前
に
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
五

万
石
倶
楽
部
に
入
会
し
て
以
来
、

毎
年
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
実
行
委
員
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　

企
画
か
ら
後
か
た
づ
け
ま
で
、

言
わ
れ
な
い
忙
し
さ
で
、
く
た

く
た
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

充
実
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
新
し
い
企
画
を
練
り
上

げ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
真
名
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
っ
た
ス
ー
パ
ー
メ

イ
ズ
（
迷
路
）
は
、
苦
労
し
た
だ

け
に
い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
人
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ

た
と
き
は
、
感
激
し
ま
す
し
、
疲

れ
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

残
念
な
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
不
足

で
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ま

だ
ま
だ
や
る
気
十
分
で
す
が
、
今

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
が
限

界
で
し
ょ
う
し
、
二
十
歳
前
後
の

若
者
が
な
か
な
か
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
三
、
四
人
ほ
ど
の
小
グ
ル
ー

プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
し
、
公
民

館
に
も
ほ
と
ん
ど
顔
を
出
さ
な
い

よ
う
で
ｔ
。

　

大
野
青
年
連
絡
会
は
、
若
者
が

自
由
に
利
用
で
き
る
施
設
を
市
に

要
求
し
て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
の

都
合
や
勤
務
先
が
市
外
な
ど
で
、

若
者
が
語
り
合
え
る
時
間
は
、
九

時
以
降
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

公
共
施
設
は
、
遅
く
て
も
九
時
半

に
は
閉
館
し
ま
す
。

運
営
方
法
な
ど
十

分
に
話
し
合
っ
て

決
め
れ
ば
可
能
で

す
。
若
者
が
生
き

生
き
と
話
し
合
え

る
施
設
も
、
定
着

の
一
手
段
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小沢たか子ち．

（25才・有明町）
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余
暇
を
活
用
で
き
る
情
報
を
少
し
で
も
多
く

回

　

九
十
年
代
は
、
超

高
齢
化
社
会
が
確
実

に
や
っ
て
く
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
八
十
年
時

代
と
な
っ
た
今
日
、
多
く
の
人
が

定
年
後
の
余
暇
の
過
ご
し
方
に
不

安
と
孤
独
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

行
政
サ
イ
ド
の
課
題
と
し
て
、

自
治
体
は
生
涯
学
習
に
全
力
を
傾

け
て
い
ま
す
が
、
余
暇
を
活
用
す

る
た
め
の
情
報
提
供
が
不
足
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
が
、
惰
性
で
流
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
少
し
で

も
周
囲
の
人
た
ち
の
役
に
た
ち
、

頼
り
に
さ
れ
る
高
齢
者
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

余
暇
を
有
効
に
活
用
で
き
る
情

報
は
、
限
り
な
く
流
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
。

　
　

（
松
田
元
弥
0
0
歳
・
城
町
）

A

　

世
界
一
の
長
寿
国

で
あ
る
日
本
が
、
さ

ら
に
平
均
寿
命
の
記

録
を
更
新
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

厚
生
省
の
人
目
問
題
研
究
所
で

は
、
約
三
十
年
後
に
は
四
人
に
I

人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
化
社

会
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
者
の
余
暇
活
用
の

た
め
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
ご

要
望
で
す
が
、
そ
の
大
き
な
柱
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
学
習
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

チ
ラ
シ
「
学
習
の
広
場
」
を
年
数

回
発
行
し
、
全
戸
配
布
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
こ
れ
を
十
回
発
行

し
ま
す
。
近
い
将
来
に
は
「
広
報

お
お
の
」
に
常
設
欄
を
設
け
。
毎

月
定
期
的
に
学
習
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
、
人
も
施
設
も
兼
ね
備
え
た
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
習

情
報
の
提
供
や
相
談
は
も
ち
ろ
ん

各
種
講
座
の
開
設
な
ど
も
行
い
、

情
報
伝
達
の
方
法
は
従
来
の
印
刷

物
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
通
信
技
術
を
駆

使
し
た
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
だ
け
を
対

象
と
す
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
民
大
学
受
講
者
に
六
十
五

歳
以
上
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
考

え
て
も
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
配

慮
し
た
施
設
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

（
社
会
教
育
課
長
・
山
川
奥
久
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
墨
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

邑が賄歌

写
真
集
「
季
の
白
山
」
を
出
版
し
た

田
中
興
志
雄
―
（
4
3
歳
・
有
；
）

　

白
山
連
峰
が
織
り
な
す
四
季
の

風
景
や
高
山
植
物
な
ど
百
七
点
を

収
録
し
た
山
岳
写
真
集
「
季
の
白

山
」
。
一
瞬
白
山
に
登
っ
て
い
る

よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
す
。

　

川
中
さ
ん
は
、
学
生
の
こ
ろ
か

ら
写
真
に
興
味
を
持
ち
、
き
つ
い

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
カ
メ
ラ
を
買
っ

た
そ
う
で
す
。
三
十
歳
の
時
に
職

場
の
仲
間
と
登
っ
た
白
山
の
美
し

さ
が
、
田
中
さ
ん
を
と
り
こ
に
し

ま
し
た
。

　

こ
の
十
三
年
間
で
、
白
山
に
登

山
し
た
回
数
は
町
回
近
く
に
昇
り

写
裏
の
枚
数
は
約
三
千
枚
余
り
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
七
、
八
年
前

か
ら
、
写
真
集
を
作
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
今
年
が
白
山
国

立
公
園
昇
格
三
十
周
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
自
費
出
版
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

　

写
真
集
を
手
に
し
な
が
ら
田
中

さ
ん
は
「
う
れ
し
い
で
す
。
な
ん

と
も
い
え
ま
せ
ん
ね
。
自
然
が
相

手
で
す
か
ら
、
時
期
を
逃
す
と
一

年
待
た
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す

よ
」
と
感
慨
深
げ
に
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
時
々
、
家
族
で
出
か

け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
出
版
に
あ

た
っ
て
は
み
ん
な
で
励
ま
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　

田
中
さ
ん
の
次
の
挑
戦
は
、
百

こ
十
種
類
以
上
あ
る
と
さ
れ
る
白

山
の
花
の
写
真
集
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
季
の
自
山
」
は
、
市
内
の
書

店
で
販
売
（
定
価
三
千
五
百
円
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

ｆ
知
ら
t

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
八
】

　

秋
期
講
座
生
募
集

講座名 期間 受講料 定員

　　琴

（生田流）

9月22日～

毎週火曜日

月

4000円
10人

パソコン

通信入門

10月　　

1，2日
500円 15人

エアロ

ビクス

9月25日～

毎週金曜日
3000円 30人

●
人
形
劇
「
ご
ろ
は
ち

　

だ
い
み
ょ
う
じ
ん
L

　

大
野
子
ど
も
劇
場
第
十
一
回

例
会
は
、
人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ
が

演
じ
る
「
ご
ろ
は
ち
だ
い
み
ょ

う
じ
ん
」
で
す
。

日
時
9
月
2
7
日
⑥
開
演
I

　

回
口
＝
午
後
2
時
、
2
回
目

　

＝
午
後
6
時
（
開
場
は
3
0
分

　

前
）

会
場
大
野
市
民
会
館
鳳
凰
の

　

間

＊
大
野
子
ど
も
劇
場
は
会
員
制

　

で
す
。
入
会
金
（
2
0
0
円
）

　

と
会
費
（
8
0
0
円
）
が
必
要
。

問
合
せ
先
大
野
子
ど
も
劇
場

　

事
務
所
（
春
‐
3
－
2
－
3
1

　

豊
6
5
・
5
0
1
4
）
ま
で



緑
の
少
年
団
全
国
大
会
、
六
呂
師
高
原
で
開
催

　
　

「
伝
え
よ
う
緑
の
地
球
未
来
の
友
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
3
回
緑
の
少

年
団
全
国
大
会
が
7
月
2
9
日
か
ら
3
日
間
、
六
呂
師
高
原
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
の
式
典
に
は
2
3
0
0
人
が
参
加
。
六
呂
師
み
ど
り
の
少
年
団
の
松
村
武

利
君
と
高
見
真
由
美
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

団
員
ら
は
キ
ャ
ン
プ
や
星
座
観
測
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

高校生を対象に

交通安全フォーラム

　
　

「
交
通
ル
ー
ル
は
な
ぜ
守
ら
れ
な

い
」
を
テ
ー
マ
に
7
月
1
8
日
、
高
校

生
交
通
安
全
フ
ォ
上
フ
ム
が
開
か
れ

ま
し
た
。
大
野
高
校
と
大
野
東
高
校

の
生
徒
ら
約
7
0
人
が
参
加
。
両
校
の

代
表
8
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
、

自
転
車
の
二
人
乗
り
や
無
灯
火
、
傘

差
し
運
転
な
ど
の
実
態
を
発
表
し
、

防
止
策
な
ど
の
意
見
を
交
換
一
人
ひ

と
り
が
交
通
安
全
に
対
す
る
自
覚
を

も
つ
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

水生生物を採取して

川の汚染度を測定

　

7
月
2
9
日
、
大
野
名
水
保
存
会
主

催
の
「
川
の
水
質
調
査
学
習
会
」
が

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
2
0
年
余
り
県
下
の
河

川
で
調
査
を
続
け
て
い
る
福
井
高
専

の
津
郷
勇
教
授
が
調
査
方
法
を
説
明
。

近
く
の
清
滝
川
で
水
生
生
物
を
採
取

し
た
と
こ
ろ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
や
ト
ビ
ケ

ラ
、
ド
ロ
ム
シ
な
ど
き
れ
い
な
水
に

す
む
生
物
が
網
に
か
か
り
、
一
安
心

し
て
い
ま
し
た
。

庄林婦人消防隊に

小型消防ポンプお目見え

　

留守宅を守る婦人消防隊に初期消火

活動をと8月9日、日本消防協会から

庄林婦人消防隊に軽可搬ポンプが贈呈

されました。交付式終了後、消防署貝

から操作方法を教えてもらい試運転開

始。操法競技会に備えて訓練している

だけあって、またたくまに放水。見守っ

ていた区民も、思わず拍手を送ってい

ました。

佐開の農村下水道

10月から供用開始

　

農村総合整備モデル事業として、昭

和63年から工事が進められていた佐開

地区の集落排水施設が完成。8月1日

に完成式が行われました。各家庭から

のパイプは総延長1．7キロで、処理場

は真名川右岸に建てられています。43

戸の内、すでに10戸が水洗トイレで試

験的に供用していますが、本格的な供

用は10月ごろの予定です。

S弓（恥包湯

秘書広報課広報広聴係豊66－1111



勁脆（硲咀湯

大
野
少
年
の
翼
H

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
交
流

　
　

「
大
野
少
年
の
翼
H
」
の
団
員
ら
9
1
人
が
7
月
2
9
日
か
ら
6
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ズ
ベ
ー
ン
市
を
訪
問
。
中
学
生
6
8
人
は
、
4
日
間
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
、
農
場
見
学
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
団
員
ら
は
、

訪
問
中
の
思
い
出
を
そ
れ
ぞ
れ
日
記
に
書
き
留
め
て
帰
国
。
主
催
し
た
青
年
会

議
所
で
は
、
写
真
な
ど
を
お
り
ま
ぜ
た
冊
子
を
発
行
し
ま
す
。

飯降山頂の十一面観音

33年ぶりの御開帳

　

飯
降
御
獄
白
山
神
社
奥
の
院
に
安

置
さ
れ
て
い
る
十
一
面
観
音
像
な
ど

三
体
が
8
月
1
5
日
か
ら
3
日
間
、
ふ

も
と
に
新
築
さ
れ
た
拝
殿
で
3
3
年
ぶ

り
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
を
管

理
し
て
い
る
飯
降
区
で
は
、
今
度
の

御
開
帳
に
合
わ
せ
、
古
く
な
っ
た
拝

殿
を
総
ヒ
ノ
キ
造
り
の
拝
殿
に
改
築
。

山
頂
か
ら
十
一
面
観
音
の
ほ
か
に
聖

観
音
、
阿
弥
陀
如
来
を
新
拝
殿
に
お

迎
え
し
ま
し
た
。

サツカー少年ら

中国…寧波市へ遠征

　

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
ら
1
1
8
人

が
、
7
月
2
9
日
か
ら
5
日
間
、
中
国

の
寧
波
市
に
遠
征
し
ま
し
た
。
遠
征

は
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
2
5
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
現
地
で
は

人
民
政
府
が
仝
面
に
で
て
の
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
試
合
は
、
4
0
度
を
越

す
暑
さ
の
中
で
行
わ
れ
、
成
績
は
1

勝
5
敗
で
し
た
が
、
訪
問
中
に
「
体
育

友
好
交
流
協
定
」
も
結
ば
れ
ま
し
た
。

艮質米は優良種子から

全国初の「種子サミット」

　

県とJA県経済連は8月4日、全国

で初めての種子サミットをJA大野市

で開催しました。本県は富山県に次ぐ

生産高があり、大野市は優良種子の産

地として県外からも高い評価を得てい

ます。当日は県内外から350人が出席

し、基調講演や「なぜ、今、優良種子

生産なのか」をテーマにパネル討論な

どが展開されました。

身近な話題をお知らせください。

底辺拡大を図ろうと

ジュニアバレーボール大会

　

7月24日、小学生のバレーボール大

会がエキサイト広場体育館で開かれま

した。大会は6人制バレーとミニソフ

トバレーの部に分かれ、大野市と和泉

村から約170人が参加。児童らは、こ

の日のために練習した成果を出そうと

懸命にボールを追っていました。底辺

拡大を図ろうと初めて開催したこの大

会、来年も開かれる予定です。



お
知
ら
せ

諦

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

1
0
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

県
司
法
書
士
会
と
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
で
は
、
こ
の
日
に
ち
な
み

無
料
登
記
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
1
0
月
1
日
④
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
大
野
公
民
館

内
容
①
不
動
産
の
権
利
に
関
す

　

る
登
記
（
売
買
、
贈
与
、
相
続
）

　

②
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登

　

記
（
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取

　

り
壊
し
、
土
地
の
合
筆
・
分
筆
・

　

地
目
変
更
・
境
界
確
認
）

　
　

③
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
類

　

の
作
成
（
訴
状
、
支
払
命
令
、

　

差
押
、
競
売
）
④
法
人
の
設
立

　

や
変
更
登
記
⑤
地
代
や
家
賃
の

　

供
託

●
海
上
保
安
学
校
・
大
学
校

　
　
　

学
生
採
用
試
験

　

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

来
年
4
月
入
校
予
定
の
海
上
保
安

学
校
・
大
学
校
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
4
3
年
4
月
2
日

　
　

（
大
学
校
は
昭
和
4
7
年
4
月
2

　

日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
）

　

を
卒
業
（
修
了
）
ま
た
は
卒
業

　
　

（
修
了
）
見
込
み
の
人

採
用
予
定
学
校
＝
約
1
5
0
人

　

大
学
校
＝
約
5
0
人

受
付
期
間
9
月
3
日
④
～
1
6
日

　

⑥
申
込
用
紙
請
求
封
筒
の
表
に
赤

　

字
で
「
海
上
請
求
」
と
書
き
、

　

1
2
0
円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明

　

記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
。
〒

　

4
6
0
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
2
－

　

5
－
1
人
事
院
中
部
事
務
局

　

（
豊
0
5
2
・
9
6
1
・
6
8
3
8
）
ま
で

●
お
済
み
で
す
か

　
　

自
転
車
の
防
犯
登
録

　

自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
、
法

律
な
ど
で
防
犯
登
録
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

自
転
車
は
、
防
犯
登
録
し
て
あ
り

ま
す
か
。

　

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
人
や
こ

れ
か
ら
自
転
車
を
購
入
す
る
人
は

必
ず
防
犯
登
録
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
防
犯
登
録
は
、
お
近
く
の
自

転
車
店
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
手
数

料
は
1
台
に
つ
き
4
5
0
円
で
す
。

　

自
転
車
防
犯
登
録
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
野
警

察
署
（
豊
6
6
・
3
9
0
0
）
へ

●
ワ
レ
ー
ン
等
の
資
格
取
得

　

特
例
講
習
は
9
月
ま
で

　

法
改
正
に
よ
り
、
ク
レ
ー
ン
車

や
高
所
作
業
車
な
ど
の
運
転
は
、

資
格
が
必
要
で
す
。
特
別
教
育
を

受
け
て
こ
れ
ら
の
作
業
に
就
い
て

い
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を
備
え

て
い
る
人
は
、
特
別
講
習
で
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

　

特
別
講
習
は
、
9
月
で
修
了
し

ま
す
。
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方
は

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両
①
床
上
げ
操
作
式
ク

　

レ
ー
ン
（
つ
り
上
げ
荷
重
5
ト

　

ン
以
上
）
②
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

　

ン
（
つ
り
上
げ
荷
重
5
ト
ン
未

　

満
）
③
高
所
作
業
車
（
作
業
床

　

の
高
さ
1
0
び
以
上
）
④
不
整
地

　

運
搬
車
（
最
大
積
載
量
I
ト
ン

　

以
上
）
⑧
ブ
レ
ー
カ
（
機
体
重

　

量
3
ト
ン
以
上
）

問
合
せ
先
奥
越
労
働
基
準
協
会

　
　

（
豊
6
5
・
8
0
4
4
）
ま
た
は

　

大
野
労
働
基
準
監
督
署
（
容
6
6
・

　

C
O
O
O
C
O
（
X
）
）
へ

●
こ
ど
も
の

　
　
　
　

家
庭
看
護
教
室

日
時
9
月
1
9
日
①
午
後
1
時

　

～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
「
こ
ど
も
の
湿
疹
と
ア
ト

　

ピ
ー
性
皮
膚
炎
」

　

講
師
小
児
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　

平
谷
美
智
夫
先
生

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
（
容
6
6
・

　

2
0
7
6
こ
E
ま
で

一
焼
却
炉
を
修
理

　

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

　

9
月
1
9
日
か
ら
1
0
月
1
8
日
ま
で
、

市
清
掃
事
務
所
ご
み
焼
却
炉
の
修

理
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
、

市
内
の
ご
み
は
勝
山
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
と
く
に
1
0
月
4
日
ま

で
は
、
2
炉
と
も
停
止
し
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
業
務
は
、
通
常
ど

お
り
行
い
ま
す
が
、
収
集
後
の
搬

入
作
業
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
期
間
中
少
し
で
も

ご
み
の
減
量
を
心
が
け
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
市
清
掃
事
務
所

へ
の
直
接
搬
入
は
、
従
来
ど
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

　　　

－－●交通

　

安全

戎
r

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

　

あ
な
た
の
命
綱

　

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
頃

に
比
べ
着
用
率
が
年
々
落
ち
て

き
て
い
ま
す
。
市
街
地
で
は
、

約
こ
○
％
、
国
道
を
走
る
車
で

も
五
〇
％
程
度
で
す
。

　

着
用
し
て
い
な
い
場
合
、
人

間
の
腕
や
足
で
支
え
ら
れ
る
の

は
、
せ
い
ぜ
い
で
五
十
～
百
k

の
重
さ
で
、
自
分
の
体
重
の
こ

倍
位
が
や
っ
と
で
す
。
例
え
ば

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
時
速
こ
十

㎞
で
衝
突
し
た
場
合
、
運
転
者

の
体
重
の
六
～
十
五
倍
の
力
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人

間
が
支
え
ら
れ
る
の
は
、
時
速

七
㎞
前
後
ま
で
な
の
で
す
。
時

速
三
十
㎞
前
後
に
な
れ
ば
、
重

傷
や
死
亡
の
危
険
性
は
急
に
高

く
な
り
ま
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、
せ
い

ぜ
い
軽
傷
で
済
み
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
一
本
で
こ
ん

な
に
違
う
の
で
す
か
ら
、
「
目
的

地
が
近
い
か
ら
」
と
か
「
面
倒

だ
か
ら
」
と
か
い
わ
ず
に
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
も
気
持
ち
も
引
き
締

め
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん

　

請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

平
和
記
念
事
特
別
基
金
（
総
理

府
所
管
認
可
法
人
）
で
は
、
戦
後

強
制
抑
留
者
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠

格
者
や
引
揚
者
な
ど
の
戦
争
犠
牲

の
ご
労
苦
に
対
し
、
次
の
と
お
り

贈
呈
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
、
平
成
5
年
3
月

3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

《
戦
後
強
制
抑
留
者
》
戦
後
、

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の

地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
ま
た

は
家
族
に
、
総
理
大
臣
名
の
書
状

と
銀
杯
を
贈
呈
。
こ
の
う
ち
年
金

恩
給
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
、
併
せ
て
慰
労
金
1
0
万
円

の
国
債
を
支
給

　

《
恩
給
欠
格
者
》
軍
歴
経
験
が

短
い
た
め
年
金
恩
給
を
受
け
ら
れ

な
い
、
恩
給
欠
格
者
の
方
で
外
地

等
の
経
験
が
あ
り
、
加
算
年
を
含

め
た
在
職
年
が
3
年
以
上
の
方
に

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
。
こ

の
う
ち
7
0
歳
以
上
の
方
に
は
、
高

齢
者
の
順
に
併
せ
て
銀
杯
等
を
贈

呈
。

　

《
引
揚
者
》
終
戦
に
と
も
な
い

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
で
「
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
特
別
交
付
金
受
給
者
に
、

総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈
。

請
求
・
問
合
せ
先
平
和
記
念
事

　

業
特
別
基
金
（
一
ふ
東
京
都
文

　

京
区
大
塚
5
－
3
－
1
3

　

豊
0
3
・
3
9
4
5
・
4
7
0
り
a

　

ま
た
は
4
7
0
4
）

＊
請
求
書
類
は
、
県
や
市
の
窓
口

　

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
掛
金

　

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

末
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

う
っ
か
り
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
と
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金

が
減
額
さ
れ
た
り
、
障
害
基
礎
年

金
や
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
の

遺
族
基
礎
年
金
、
老
後
の
生
活
の

柱
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

も
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
、

申
請
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の

市
民
課
年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
心
一
・
心
一
）
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
和
裁
講
座
生
を
募
集

日
時
1
0
月
2
日
か
ら
3
月
2
6
日

　

の
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら

　

4
時
ま
で

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

内
容
受
講
生
の
能
力
や
希
望
に

　

応
じ
た
実
技
指
導

受
講
料
月
額
1
0
0
0
円

申
込
9
月
2
6
日
ま
で
に
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
（
容

6
5
・
6
8
4
0
）
ま
で

一
市
勢
要
覧
差
し
上
げ
ま
す

　

大
野
市
を
市
外
の
人
な
ど
に
紹

介
す
る
た
め
の
冊
子
「
市
勢
要
覧
」

の
平
成
四
年
度
版
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
A
4
判
5
6
ペ
ー
ジ
（
写

真
3
2
ペ
ー
ジ
・
統
計
2
4
ペ
ー
ジ
）

で
大
野
市
全
図
（
五
万
分
の
I
）

が
つ
い
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第26回市総合文化祭

出演者と作品を募集

　

第26回市総合文化祭が、11月1

日⑥から3日（返）まで大野有終会館

と市民会館で開かれます。

　

市教育委員会では、芸能部門の

出演者と展示部門の出品作品を次

のとおり募集します。

芸能部門個人または団体の演奏

　

民謡、踊りなど

展示部門絵画、書道、工芸、写

　

真、その他（作品の数、規格は

　

問いません）

申込方法事前に市教育委員会社

　

会教育課文化係へ電話（66・11

　

11内線545）で申し込んでくだ

　

さい。作品の搬入は10月31日の

　

午後、出品料は無料

申込締切芸能部門＝9月21日⑥

　

展示部門＝10月16日面

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ど
ち
ら
も
十
月
一
日
現
在
で
実
施

就
業
構
造
基
本
調
査

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
み
な

さ
ん
の
就
業
・
不
就
業
な
ど
の

実
態
を
把
握
し
て
、
国
や
地
方

の
雇
用
対
策
な
ど
の
行
政
に
関

す
る
重
要
な
基
礎
資
料
を
作
成

す
る
た
め
、
全
国
規
模
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
全
国
で
約
4
3
万
世

帯
を
抽
出
し
て
行
い
ま
す
。
選

ば
れ
た
世
帯
に
は
、
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
貝
が
9
月
下

旬
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

商
業
統
計
調
査

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
一
般

飲
食
店
を
対
象
に
行
わ
れ
、
昨

年
実
施
し
た
卸
売
業
、
小
売
業

の
調
査
と
併
せ
て
、
商
業
の
育

成
や
流
通
機
構
の
近
代
化
を
図

る
た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

各
商
店
を
直
接
訪
問
し
、
後
日

回
収
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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大
野
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　

大
野
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
市
内
と

県
内
の
小
学
生
そ
し
て
大
阪
の
追
手
門
学
院

小
学
校
の
児
童
ら
百
四
人
を
集
め
て
、
八
月

上
旬
に
勝
原
、
六
呂
師
、
市
街
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
回
は
大
野
青
年
会
議
所
が
企
画

し
ま
し
た
が
、
第
三
回
か
ら
は
O
A
S
I
S

協
会
が
引
き
継
ぎ
、
今
年
で
八
回
目
に
な
り

ま
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
主
旨
は
、
学
校

教
育
で
ど
う
し
て
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
乾
い

た
面
を
補
い
、
う
る
お
い
の
あ
る
体
験
を
得

さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
同
協
会

は
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
県
や
市
に
働
き
か

け
て
、
旧
六
呂
師
小
学
校
の
木
造
校
舎
を
譲

り
受
け
ま
し
た
。
初
代
の
会
長
は
、
ハ
チ
の

研
究
で
有
名
な
羽
田
義
任
先
生
、
次
に
切
り

絵
の
三
宅
嵩
先
生
、
そ
し
て
現
在
は
前
大
野

東
高
校
長
の
伊
藤
一
康
先
生
が
会
長
で
す
。

　

第
二
学
期
か
ら
、
学
校
は
第
二
土
曜
日
が

休
日
と
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
何
か

で
き
る
か
模
索
し
て
い
ま
す
。
協
会
の
会
員

は
四
十
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て

経
費
を
分
担
し
、
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

追
手
門
小
学
校
児
童
の
入
校
が
き
っ
か
け

で
、
教
師
、
P
T
A
会
員
、
卒
業
生
が
大
野

を
訪
れ
、
交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
の
夢
と
し
て
は
、
大
野
の
美
し
い
自

然
を
大
切
に
し
て
、
わ
が
国
の
中
核
と
な
っ

て
い
る
方
々
に
も
き
て
い
た
だ
き
、
自
分
を

冷
静
に
見
つ
め
、
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
基
地
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す

地
理
的
に
は
、
大
野
は
日
本
の
中
央
に
位
置

し
ま
す
の
で
、
情
報
の
収
集
や
提
供
の
基
地

も
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，271世帯 －6世帯

41，897人 一22人

人口 男 20，035人 一19人

女 21，862人 －3人

4月中の異動
転入 52人 出生 31人

転出 67人 死亡 38人

市内の交通事故状況（4・5ヽら9）

件数内訳
平成4年　
7月末

平成3年　
7月末

増減

総件数 266件 253件 十13件

人身

事故

件数 81件 66件 十15件

死者 6人 O人 十6人

傷者 115人 91人 十24人

物損事故 185件 187件 一2件

表
紙
の
こ
と
ば

　

城
ま
つ
り
2
5
周
年
を
記
念
し

て
、
青
年
会
議
所
が
主
催
し
た

手
づ
く
り
み
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト
。

注
目
さ
れ
た
の
は
、
保
育
所
の

女
性
み
こ
し
で
し
た
。
粋
な
は
っ

ぴ
姿
も
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
製
作
さ
れ

た
み
こ
し
も
す
ぼ
ら
し
い
で
き

ぼ
え
。
審
査
の
結
果
は
、
予
想

ど
お
り
優
勝
で
し
た
。

編
集
後
記

　

六
間
通
り
の
「
お
お
の
お
ど

り
」
、
今
年
は
三
番
か
ら
寺
町

の
間
で
開
催
。
場
所
が
縮
小
さ

れ
た
割
に
は
、
踊
り
の
輪
が
幾

重
も
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

当
初
の
に
ぎ
わ
い
は
も
う
戻
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
二
十
五

回
を
数
え
、
当
市
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
だ
け
に
、
マ
ン
ネ
リ
だ
け

で
片
付
け
た
く
は
な
い
で
す
ね

l瓦誤！i辱

　

越
前
大
野
駅
横
の
自

転
車
駐
車
場
に
は
び
っ

し
り
と
自
転
車
が
収
納

さ
れ
て
い
る
。
お
世
話

く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ

る
せ
い
か
、
い
つ
来
て

も
整
理
整
頓
が
行
き
届
い
て
い
る
。
二
十
日
間

こ
こ
を
利
用
し
た
が
、
い
つ
も
終
電
車
の
後
に

十
数
台
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
台
は
登

録
番
号
が
は
が
れ
て
い
て
さ
び
が
ひ
ど
い
の
に

気
付
い
た
▼
北
大
野
駅
に
は
、
ホ
ー
ム
下
の
置

き
場
に
傷
ん
だ
自
転
車
が
数
台
倒
れ
て
い
る
。

中
に
は
登
録
番
号
が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る

が
、
ど
れ
も
両
輪
が
パ
ン
ク
し
て
い
て
外
へ
出

そ
う
に
も
動
か
な
い
。
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た

自
転
車
は
、
い
っ
た
い
誰
が
持
ち
主
な
の
だ
ろ

う
か
▼
街
を
歩
く
と
、
公
園
の
草
む
ら
、
空
き

地
、
歩
道
の
並
木
の
か
た
わ
ら
、
空
き
家
の
玄

関
な
ど
で
も
放
置
自
転
車
が
目
に
つ
く
。
使
用

済
み
の
も
の
を
置
き
去
り
に
し
た
の
だ
ろ
う
か

あ
る
い
は
他
人
の
自
転
車
を
無
断
で
使
い
、
用

事
が
済
ん
で
乗
り
捨
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
放
置
自
転
車
は
美
し
い
町

並
み
を
駄
目
に
し
て
し
ま
う
▼
近
所
の
廃
品
回

収
業
者
は
「
留
守
の
間
に
、
勝
手
に
自
転
車
を

置
い
て
い
く
人
が
い
て
困
る
。
千
円
払
っ
て
も

ら
え
れ
ば
気
持
ち
が
い
い
の
に
」
と
言
い
な
が

ら
、
自
転
車
を
分
解
し
て
処
理
し
て
い
る
▼
自

転
車
専
用
駐
車
場
で
管
理
に
あ
た
る
指
導
員
や

放
棄
さ
れ
た
自
転
車
を
小
言
も
言
わ
ず
に
解
体

し
て
い
る
人
た
ち
に
、
負
担
を
か
け
甘
え
て
い

る
私
た
ち
市
民
は
、
深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
街
の
美
化
の
た
め
に
も
、
放
置
自
転

車
一
掃
の
手
だ
て
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
（
H
）
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